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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスが移動状態から静止状態に移行したことを判断するステップと、
　前記モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受信するステップで
あって、前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係する、
ステップと、
　前記モバイルデバイスが静止状態にあることを判断したことに応じて、前記受信された
データを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプを判断するステッ
プと、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイルデバイス
のロケーションを判断するステップと、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断されたロケーション
に基づいて、アクションを行うステップと、
　前記モバイルデバイスが移動したと判断するステップと、
　前記1つまたは複数のセンサーから第2のセットのデータを受信するステップと、
　前記第2のセットのデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している異なるタ
イプの表面を判断するステップと、
　前記判断された異なるタイプの表面に基づいて、異なるアクションを行うステップと
を含む方法。
【請求項２】
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　前記モバイルデバイスが前記表面から離れたと判断するステップと、
　前記モバイルデバイスが前記表面から離れた後に第2の異なるアクションを行うステッ
プと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記1つまたは複数のセンサーが、マイクロフォンおよび雑音発生器を含み、前記マイ
クロフォンが、前記雑音発生器によって生成され、前記表面によって反射された音を検出
する、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記雑音発生器が、スピーカおよび振動器のうちの少なくとも1つである、請求項3に記
載の方法。
【請求項５】
　前記1つまたは複数のセンサーが、光ベースの近接センサーを含む、請求項1に記載の方
法。
【請求項６】
　前記1つまたは複数のセンサーが、前記表面のテクスチャおよび前記表面から反射され
た圧力波のうちの少なくとも1つを検出するように構成された圧力センサーを含む、請求
項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記圧力波が、前記モバイルデバイスを下に置くことおよび雑音発生器のうちの少なく
とも1つによって生じる、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記雑音発生器が、スピーカおよび振動器のうちの少なくとも1つである、請求項7に記
載の方法。
【請求項９】
　前記圧力センサーが、誘電性エラストマーを含む、請求項6に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アクションを行うステップが、前記モバイルデバイスを制御して、前記アクション
を行うステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　前記受信されたデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプ
を判断するステップが、前記表面の硬度、テクスチャ、パターン、質量および寸法のうち
の少なくとも1つを判断するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信されたデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプ
を判断するステップが、前記表面の材料を判断するステップを含む、請求項1に記載の方
法。
【請求項１３】
　モバイルデバイスが移動状態から静止状態に移行したことを判断するステップと、
　前記モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受信するステップで
あって、前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係する、
ステップと、
　前記モバイルデバイスが静止状態にあることを判断したことに応じて、前記受信された
データを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプを判断するステッ
プと、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイルデバイス
のロケーションを判断するステップと
を含み、前記モバイルデバイスのロケーションを判断するステップが、
　　追加のデータを受信するステップを含み、前記追加のデータが、大まかな位置決定、
検出されたワイヤレスデバイス、環境音、およびユーザのルーチンに関連する時間のうち
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の少なくとも1つを含み、
　　更に、前記ロケーションを判断するために、前記表面のタイプとともに前記追加のデ
ータを使用するステップを含み、
　更に、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断されたロケー
ションに基づいて、アクションを行うステップ
を含む方法。
【請求項１４】
　モバイルデバイスであって、
　1つまたは複数のセンサーと、
　1つまたは複数の動きセンサーと、
　前記1つまたは複数のセンサーからのデータおよび前記1つまたは複数の動きセンサーか
らの動きデータを受信するように結合されたプロセッサとを備え、
　前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係し、
　前記プロセッサが、前記動きデータを使用して、モバイルデバイスが移動状態から静止
状態に移行したことを判断し、前記モバイルデバイスが静止状態にあることの判断に応じ
て、前記受信されたデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイ
プを判断し、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイ
ルデバイスのロケーションを判断し、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプ
に基づいて判断されたロケーションに基づいて、アクションを行うように構成され、
　前記プロセッサが、いつ前記モバイルデバイスが移動したかを判断し、前記1つまたは
複数のセンサーから第2のセットのデータを受信し、前記第2のセットのデータを使用して
、前記モバイルデバイスと接触している異なるタイプの表面を判断し、前記判断された異
なるタイプの表面に基づいて、異なるアクションを行うようにさらに構成される、
モバイルデバイス。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、いつ前記モバイルデバイスが前記表面から離れたかを判断し、前記
モバイルデバイスが前記表面から離れた後に第2の異なるアクションを行うようにさらに
構成される、請求項14に記載のモバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記1つまたは複数のセンサーが、マイクロフォンおよび雑音発生器を含み、前記マイ
クロフォンが、前記雑音発生器によって生成され、前記表面によって反射された音を検出
する、請求項14に記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記雑音発生器が、スピーカおよび振動器のうちの少なくとも1つである、請求項16に
記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
　前記1つまたは複数のセンサーが、光ベースの近接センサーを含む、請求項14に記載の
モバイルデバイス。
【請求項１９】
　前記1つまたは複数のセンサーが、前記表面のテクスチャおよび前記表面から反射され
た圧力波のうちの少なくとも1つを検出するように構成された圧力センサーを含む、請求
項14に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記圧力波が、前記モバイルデバイスを下に置くことおよび雑音発生器のうちの少なく
とも1つによって生じる、請求項19に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　前記雑音発生器が、スピーカおよび振動器のうちの少なくとも1つである、請求項20に
記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
　前記圧力センサーが、誘電性エラストマーを含む、請求項19に記載のモバイルデバイス
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。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、前記表面の硬度、テクスチャ、パターン、質量および寸法のうちの
少なくとも1つを判断するように構成されることによって、前記モバイルデバイスと接触
している前記表面のタイプを判断するように構成される、請求項14に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２４】
　前記プロセッサが、前記表面の材料を判断するように構成されることによって、前記モ
バイルデバイスと接触している前記表面のタイプを判断するように構成される、請求項14
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２５】
　モバイルデバイスであって、
　1つまたは複数のセンサーと、
　1つまたは複数の動きセンサーと、
　前記1つまたは複数のセンサーからのデータおよび前記1つまたは複数の動きセンサーか
らの動きデータを受信するように結合されたプロセッサとを備え、
　前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係し、
　前記プロセッサが、前記動きデータを使用して、モバイルデバイスが移動状態から静止
状態に移行したことを判断し、前記モバイルデバイスが静止状態にあることの判断に応じ
て、前記受信されたデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイ
プを判断し、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイ
ルデバイスのロケーションを判断するように構成され、
　前記プロセッサが、前記1つまたは複数のセンサーから追加のデータを受信し、前記表
面のタイプとともに前記追加のデータを使用して、前記ロケーションを判断するように構
成されることによって、前記モバイルデバイスの前記ロケーションを判断するように構成
され、前記追加のデータが、大まかな位置決定、検出されたワイヤレスデバイス、環境音
、およびユーザのルーチンに関連する時間のうちの少なくとも1つを含み、
　前記プロセッサが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断
されたロケーションに基づいて、アクションを行うように構成される、
モバイルデバイス。
【請求項２６】
　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスが移動状態から静止状態に移行したことを判断するための手段と
、
　前記モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受信するための手段
であって、前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係する
、手段と、
　前記モバイルデバイスが静止状態にあることを判断したことに応じて、前記受信された
データを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプを判断するための
手段と、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイルデバイス
のロケーションを判断するための手段と、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断されたロケーション
に基づいて、アクションを行うための手段と、
　前記モバイルデバイスが移動したと判断するための手段と、
　前記1つまたは複数のセンサーから第2のセットのデータを受信するための手段と、
　前記第2のセットのデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している異なるタ
イプの表面を判断するための手段と、
　前記判断された異なるタイプの表面に基づいて、異なるアクションを行うための手段と
を備えるモバイルデバイス。
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【請求項２７】
　データを受信するための前記手段が、マイクロフォンおよび雑音発生器、光ベースの近
接センサー、ならびに圧力センサーのうちの少なくとも1つを含む、請求項26に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項２８】
　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスが移動状態から静止状態に移行したことを判断するための手段と
、
　前記モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受信するための手段
であって、前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係する
、手段と、
　前記モバイルデバイスが静止状態にあることを判断したことに応じて、前記受信された
データを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプを判断するための
手段と、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイルデバイス
のロケーションを判断するための手段と
を備え、前記モバイルデバイスのロケーションを判断するための手段が、
　　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係しない追加のデータを受信
するための手段を有し、前記追加のデータが、大まかな位置決定、検出されたワイヤレス
デバイス、環境音、およびユーザのルーチンに関連する時間のうちの少なくとも1つを含
み、
　　更に、前記ロケーションを判断するために、前記表面のタイプとともに前記追加のデ
ータを使用するための手段を有し、
　更に、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断されたロケー
ションに基づいて、アクションを行うための手段
を備えるモバイルデバイス。
【請求項２９】
　プログラムコードを記憶した非一時的コンピュータ可読記録媒体であって、
　モバイルデバイスが移動状態から静止状態に移行したことを判断するためのプログラム
コードと、
　前記モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受信するためのプロ
グラムコードであって、前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイ
プに関係する、プログラムコードと、
　前記モバイルデバイスが静止状態にあることを判断したことに応じて、前記受信された
データを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプを判断するための
プログラムコードと、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイルデバイス
のロケーションを判断するためのプログラムコードと、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断されたロケーション
に基づいて、アクションを行うためのプログラムコードと、
　前記モバイルデバイスが移動したと判断するためのプログラムコードと、
　前記1つまたは複数のセンサーから第2のセットのデータを受信するためのプログラムコ
ードと、
　前記第2のセットのデータを使用して、前記モバイルデバイスと接触している異なるタ
イプの表面を判断するためのプログラムコードと、
　前記判断された異なるタイプの表面に基づいて、異なるアクションを行うためのプログ
ラムコードと
を含む非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項３０】
　プログラムコードを記憶した非一時的コンピュータ可読記録媒体であって、
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　モバイルデバイスが移動状態から静止状態に移行したことを判断するためのプログラム
コードと、
　前記モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受信するためのプロ
グラムコードであって、前記データが、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイ
プに関係する、プログラムコードと、
　前記モバイルデバイスが静止状態にあることを判断したことに応じて、前記受信された
データを使用して、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプを判断するための
プログラムコードと、
　前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて、前記モバイルデバイス
のロケーションを判断するためのプログラムコードとを含み、前記モバイルデバイスのロ
ケーションを判断するためのプログラムコードが、判断された表面のタイプとともに、前
記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係しない受信された追加のデータを
使用して、前記ロケーションを判断するためのプログラムコードを含み、前記追加のデー
タが、大まかな位置決定、検出されたワイヤレスデバイス、環境音、およびユーザのルー
チンに関連する時間のうちの少なくとも1つを含み、
　更に、前記モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づいて判断されたロケー
ションに基づいて、アクションを行うためのプログラムコードを含む
非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に組み込まれる、2012年5
月2日に出願した「Mobile Device Control Based on Surface Material Detection」とい
う名称の米国出願第13/462,445号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本明細書で説明する主題の実施形態は、一般に、モバイルデバイスと接触している表面
のタイプを検出することに関し、より詳細には、モバイルデバイスと接触している表面の
タイプに基づいてアクションを行うことに関する。
【背景技術】
【０００３】
　セルラーフォンまたはスマートフォン、タブレットコンピュータなどの多くのモバイル
デバイスは、全地球測位システム(GPS)などの衛星測位システムを使用して、またはセル
ラータワー向けのワイヤレス信号もしくはWiFi(登録商標)を使用して、その大まかなロケ
ーションを判断することが可能である。そのようなモバイルデバイスは、大まかなロケー
ションを判断することはできるが、正確なロケーション、たとえば、モバイルデバイスが
ユーザの職場、車、自宅、映画館、礼拝所などにあるか、またはモバイルデバイスがテー
ブルの上、長いすの上、じゅうたんが敷いてある床の上、車の中などにあるかを判断する
ことはできない。モバイルデバイスのユーザは、特定のロケーションに基づいて異なるデ
バイス設定またはアクションが行われること、たとえば、モバイルデバイスがポケットの
中、車の中、机の上にあるか、またはモバイルデバイスがユーザの自宅、職場にあるかな
どに応じて、呼出音量を調整することを望むことが多い。しかしながら、モバイルデバイ
スはその正確なロケーションを判断することができないので、所望のデバイス設定の入力
は今のところ手動のプロセスである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　モバイルデバイスは、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係するセンサ
ーデータを使用して、行うべきアクションを判断する。例として、センサーは、表面のテ
クスチャ、および/またはモバイルデバイスを下に置くことによって、もしくは雑音発生
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器によって生じ、表面によって反射される圧力波を検出するように構成された、マイクロ
フォンおよび雑音発生器、光ベースの近接センサー、ならびに誘電性エラストマーなどの
圧力センサーのうちの1つまたは複数であってもよい。モバイルデバイスは、表面のタイ
プを特定し、表面のタイプに基づいてアクションを行うことができる。モバイルデバイス
は、センサーデータに基づいてそのロケーションをさらに判断し、そのロケーションを使
用して、行われるべきアクションを特定することができる。ロケーションは、追加のデー
タ、たとえば、モバイルデバイスが接触している表面のタイプの判断に関係しないデータ
を使用して判断され得る。
【０００５】
　一実施形態では、方法は、モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータ
を受信するステップであって、データが、モバイルデバイスと接触している表面のタイプ
に関係する、ステップと、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係するデー
タに基づいてアクションを行うステップとを含む。
【０００６】
　一実施形態では、モバイルデバイスは、1つまたは複数のセンサーと、1つまたは複数の
センサーからデータを受信するように結合されたプロセッサであって、データが、モバイ
ルデバイスと接触している表面のタイプに関係する、プロセッサとを含み、プロセッサは
、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係するデータに基づいてアクション
を行うように構成される。
【０００７】
　一実施形態では、モバイルデバイスは、モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサ
ーからデータを受信するための手段であって、データが、モバイルデバイスと接触してい
る表面のタイプに関係する、手段と、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関
係するデータに基づいてアクションを行うための手段とを含む。
【０００８】
　一実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体は、モバイルデバイス内の1つまたは
複数のセンサーからデータを受信するためのプログラムコードであって、データが、モバ
イルデバイスと接触している表面のタイプに関係する、プログラムコードと、モバイルデ
バイスと接触している表面のタイプに関係するデータに基づいてアクションを行うための
プログラムコードとを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】1つまたは複数のセンサーからのデータを使用して、モバイルデバイスと接触
している表面のタイプを判断し、判断された表面のタイプに基づいてアクションを行うこ
とが可能なモバイルデバイスの前面を示す図である。
【図１Ｂ】1つまたは複数のセンサーからのデータを使用して、モバイルデバイスと接触
している表面のタイプを判断し、判断された表面のタイプに基づいてアクションを行うこ
とが可能なモバイルデバイスの背面を示す図である。
【図２Ａ】1つまたは複数のセンサーからモバイルデバイスと接触している表面のタイプ
に関係するデータを受信し、それに応じてアクションを行う方法を示すフローチャートで
ある。
【図２Ｂ】1つまたは複数のセンサーからモバイルデバイスと接触している表面のタイプ
に関係するデータを受信し、それに応じてアクションを行う方法を示すフローチャートで
ある。
【図３】モバイルデバイスと接触している表面のタイプを特定する方法を示すフローチャ
ートである。
【図４】モバイルデバイスのロケーションに基づいてモバイルデバイスを制御する方法で
あって、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに基づく方法を示すフローチャー
トである。
【図５】1つまたは複数のセンサーからのデータを使用して、モバイルデバイスと接触し
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ている表面のタイプを判断し、表面のタイプに基づいてアクションを行うことが可能なモ
バイルデバイスのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図1Aおよび図1Bはそれぞれ、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係する
、1つまたは複数のセンサーからのデータを使用して、表面のタイプに基づいてアクショ
ンを行うことが可能なモバイルデバイス100の前面100fおよび背面100bを示す。
【００１１】
　本明細書で使用する場合、モバイルデバイスは、セルラーもしくは他のワイヤレス通信
デバイス、パーソナル通信システム(PCS)デバイス、パーソナルナビゲーションデバイス(
PND)、個人情報マネージャ(PIM)、携帯情報端末(PDA)、ラップトップ、タブレットコンピ
ュータ、または他の適したモバイルデバイスなどの任意のポータブル電子デバイスを指す
。モバイルデバイスは、ナビゲーション測位信号など、ワイヤレス通信および/またはナ
ビゲーション信号を受信することが可能であり得る。「モバイルデバイス」という用語は
また、衛星信号受信、支援データ受信、および/または位置関連処理がそのデバイスにお
いて行われるか、パーソナルナビゲーションデバイス(PND)において行われるかにかかわ
らず、短距離ワイヤレス、赤外線、有線接続、または他の接続などによって、PNDと通信
するデバイスを含むものとする。また、「モバイルデバイス」は、衛星信号受信、支援デ
ータ受信、および/または位置関連処理がそのデバイスにおいて行われるか、サーバにお
いて行われるか、またはネットワークに関連する別のデバイスにおいて行われるかにかか
わらず、インターネット、WiFi(登録商標)、または他のネットワークなどを介してサーバ
との通信が可能である、ワイヤレス通信デバイス、コンピュータ、ラップトップなどを含
むすべてのデバイスを含むものとする。上記の任意の動作可能な組合せも、「モバイルデ
バイス」と見なされる。
【００１２】
　モバイルデバイス100は、筐体101、タッチスクリーンディスプレイであり得るディスプ
レイ102、ならびにスピーカ104およびマイクロフォン106を含むものとして示されている
。モバイルデバイス100はさらに、いくつかのセンサーを含むものとして示されている。
たとえば、モバイルデバイス100は、デバイスの前面に当たる光の強度を報告する周囲光
センサー(ALS)103を含み得る。一実装形態では、ALS103はカメラであってもよい。モバイ
ルデバイス100は、デバイスの前面に近い物体に反射する、発せられる赤外線光の強度を
報告する赤外線(IR)近接センサー105をさらに含み得る。モバイルデバイス100は、背面光
センサーとして使用され得る、背面100b上のカメラ110をさらに含む。ALS103、近接セン
サー105およびカメラ輝度センサー110は、近接センサー111と総称され得る。モバイルデ
バイス100は、モバイルデバイスの動きおよび/または向きに関する情報を提供するために
使用され得る、3軸磁力計および/または直線加速度計および/またはジャイロスコープな
どの動きセンサー112をさらに含み得る。モバイルデバイス100は、モバイルデバイス100
の背面100b上に示される圧力センサー116、たとえば、誘電性エラストマーのアレイをさ
らに含み得る。所望される場合、圧力センサー116は、モバイルデバイス100の前面100f、
たとえば、ディスプレイ102に位置してもよい。モバイルデバイス100によって使用され得
る追加のセンサーは、たとえば、スピーカ104または振動器120であってもよい、マイクロ
フォン106および雑音発生器を含む。
【００１３】
　モバイルデバイス100は、モバイルデバイス100が直接的にまたは間接的にのいずれかで
接触している表面のタイプに関係するセンサーデータを受信する。検出された表面のタイ
プに関係するセンサーデータに基づいて、モバイルデバイスでアクションが行われ得る、
たとえば、ユーザ定義のプロファイルまたは製造業者があらかじめ決定した製品設定ポイ
ントに基づいて、モバイルデバイス設定を自動的に調整する。所望される場合、モバイル
デバイスは、センサーデータを使用して、たとえば、表面の材料ならびに/または表面の
硬度、テクスチャ、パターン、質量および/もしくは寸法などの表面の他の特性であり得
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る表面のタイプを判断し、判断された表面のタイプに基づいてアクションを行うことがで
きる。
【００１４】
　たとえば、モバイルデバイス100は、呼出音を調整する、WiFi(登録商標)無線および/ま
たはBluetooth(登録商標)無線をオン/オフにする、アプリケーションを起動する、連絡を
送る(たとえば、「出社しました(I got to work)」または「退社しました(I left work)
」)、ローカルまたはリモートのデータストアからデータを取り出す、などのアクション
を行うように制御され得る。さらに、検出された表面のタイプに基づいて、モバイルデバ
イス100はそのロケーション、たとえば、ユーザの職場の机の上、ユーザの車のコンソー
ルの上、ユーザの自宅のキッチンカウンターまたはコーヒーテーブルの上などを判断する
ことができる。モバイルデバイス100上のセンサーからの追加の情報は、モバイルデバイ
スのロケーションの判断を支援するために使用され得る。たとえば、環境騒音をマイクロ
フォン106によって検出することができ、周囲光をALS103、近接センサー105、およびカメ
ラ輝度センサー110のうちの1つまたは複数によって検出することができ、動きおよび/ま
たは振動を動きセンサー112によって検出することができ、これらはすべて、モバイルデ
バイス100のロケーションに関する情報を提供するために使用され得る。加えて、衛星測
位システム(SPS)、WiFi(登録商標)ネットワーク、またはワイヤレス信号を使用して大ま
かな位置決定をもたらすことができ、モバイルデバイス100の内部クロックを使用して時
間情報を提供することができ、時間情報はモバイルデバイス100のロケーションの判断を
支援するために使用され得る。
【００１５】
　モバイルデバイス100が、たとえば、検出された表面のタイプならびに任意の他の利用
可能な追加の情報に基づいて新しいロケーションを検出した場合、モバイルデバイス100
はロケーション固有のプロファイルを設定するようユーザに促すことができる。たとえば
、新しいロケーションが検出されると、ユーザはモバイルデバイスが取るべきアクション
を指定することが許可され得るか、またはユーザは新しいロケーション固有のプロファイ
ルの設定を拒否することが許可され得る。ユーザはまた、所与のロケーションについての
プロファイルを設定するようモバイルデバイス100を手動で促すことができる。加えて、
時間とともに、モバイルデバイスは所与のロケーションに関するユーザの習慣を学習し、
ロケーションについての記憶された履歴データに基づいて、ロケーション固有のプロファ
イルの変更を提案することができる。
【００１６】
　図2Aおよび図2Bは、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係するセンサー
データを使用して、それに応じてアクションを行う方法を示すフローチャートである。図
2Aに示すように、モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータが受信され(
202)、データは、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係する。センサーが
下にある表面を判断するために使用可能なデータを依然として受信することができる場合
、接触は直接的または間接的であってもよい。例として、データは、圧力センサー116、
光ベースの近接センサー111、スピーカ104または振動器120などの雑音発生器を有するマ
イクロフォン106のうちの1つまたは複数を含むセンサーから受信され得る。アクションは
、たとえば、表面のタイプに関係するデータに基づいてモバイルデバイスによって行われ
る(206)。たとえば、受信されたデータをデータベースに記憶されたセンサーデータの1つ
または複数のライブラリと比較することによって、行われるべきアクションを判断するこ
とができ、データベースは、モバイルデバイス100に対してローカルであるか、1つまたは
複数のワイヤレスプロトコルを介してアクセス可能であるかのいずれかであり得る。セン
サーデータのライブラリは、センサーデータを異なる行われるべきアクションに相関させ
る。センサーデータが行われるべきアクションに対応しない場合、ユーザは所望のアクシ
ョンを特定するよう促され得る。たとえば、モバイルデバイス100は、表面タイプに関係
する未認識データが受信されたことをユーザに警告し、ユーザがユーザ定義の設定を提供
することを要求することができる。所望される場合、ユーザプロンプトを無効にしてもよ
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い。さらに、所望される場合、ユーザプロンプトを無効にしているときでも、ユーザは新
しい表面に対して行われるべき特定の設定、たとえば、アクションを手動で入力すること
ができる。モバイルデバイスによって行われ得るアクションは、設定を更新すること、ア
プリケーションを起動または終了することなどを含む。
【００１７】
　図2Bは図2Aと類似しており、モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデー
タが受信され(212)、データは、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係す
る。センサーが下にある表面を判断するために使用可能なデータを依然として受信するこ
とができる場合、接触は直接的または間接的であってもよい。例として、データは、圧力
センサー116、光ベースの近接センサー111、スピーカ104または振動器120などの雑音発生
器を有するマイクロフォン106のうちの1つまたは複数を含むセンサーから受信され得る。
モバイルデバイスと接触している表面のタイプは、センサーから受信されたデータに基づ
いて判断される(214)。たとえば、受信されたデータをデータベースに記憶されたセンサ
ーデータの1つまたは複数のライブラリと比較することによって、表面のタイプを判断す
ることができ、データベースは、モバイルデバイス100に対してローカルであるか、1つま
たは複数のワイヤレスプロトコルを介してアクセス可能であるかのいずれかであり得る。
センサーデータのライブラリは、センサーデータを異なるタイプの表面に相関させる。セ
ンサーデータがライブラリ内の表面のタイプに対応しない場合、ユーザは表面のタイプを
特定するよう促され得る。表面のタイプは、表面の材料ならびに/または表面の硬度、テ
クスチャ、パターン、質量および/もしくは寸法などの表面の他の特性を含み得る。アク
ションは、たとえば、表面のタイプに関係するデータ、特に判断された表面のタイプに基
づいてモバイルデバイスによって行われる(216)。たとえば、行われるべきアクションは
、表面のタイプをデータベース内の1つまたは複数のライブラリと比較することによって
判断され得る。
【００１８】
　行われるべきアクションは、たとえば、受信されたデータ(図2A)に基づいてまたは判断
された表面のタイプ(図2B)に基づいて、ユーザプロファイル内のユーザ設定を検索するこ
とによって特定され得る。受信されたデータまたは判断された表面のタイプに対するプロ
ファイルが存在する場合、指定されたアクションが自動的に行われる。プロファイルが存
在しない場合、モバイルデバイス100は、新しい表面タイプが検出されたことをユーザに
警告することによって応答し、ユーザがユーザ定義の設定を提供することを要求すること
ができる。所望される場合、ユーザプロンプトを無効にしてもよい。さらに、所望される
場合、ユーザプロンプトを無効にしているときでも、ユーザは新しい表面に対して行われ
るべき特定の設定、たとえば、アクションを手動で入力することができる。上記で説明し
たように、モバイルデバイスによって行われ得るアクションは、設定を更新すること、ア
プリケーションを起動または終了することなどを含む。所望される場合、モバイルデバイ
スのロケーションは、受信されたデータまたはモバイルデバイスが接触している判断され
た表面のタイプに基づいて判断され得、行われるべきアクションは判断されたロケーショ
ンにさらに基づき得る。特定のロケーションが表面のタイプに関連していない場合、ユー
ザはロケーションを入力するよう促され得る。
【００１９】
　加えて、モバイルデバイス100が表面と接触した後、モバイルデバイス100は、圧力セン
サー116、光ベースの近接センサー111、または動きセンサー112などのセンサーからのデ
ータを使用して、いつモバイルデバイスが動いたかを判断することができる。たとえば、
モバイルデバイス100は、モバイルデバイス100が表面から離れたかどうかを判断すること
ができる。もはや表面と接触していないとモバイルデバイスが判断した場合、異なるアク
ションが行われ得る。たとえば、モバイルデバイスがユーザの職場の机の上に置かれてい
るときはモバイルデバイス100の呼出音をオフにすることができるが、もはや机と接触し
ていないとモバイルデバイス100が判断すると、モバイルデバイス100は呼出音をオンにす
る。追加または代替として、移動したとモバイルデバイス100が判断した後、モバイルデ
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バイス100はそのセンサーから第2のセットのデータを受信することができる。モバイルデ
バイスは、第2のセットのデータに基づいて、異なるタイプの表面がモバイルデバイスと
接触していると判断し、判断された異なるタイプの表面に基づいて、異なるアクションを
行うことができる。
【００２０】
　図3は、モバイルデバイスと接触している表面のタイプを特定する方法を示すフローチ
ャートである。モバイルデバイス100は、たとえば、動きセンサー112からのデータを使用
して、移動状態から静止状態に移行したことを検出することができ(220)、それに応じて
、接触している表面のタイプを判断するためのルーチンを開始することができる。したが
って、上記で説明したように、図2Aおよび図2Bを参照すると、モバイルデバイス内の1つ
または複数のセンサーからのデータが受信される(221)。次いで、センサーによって受信
されたデータは、センサーデータを異なるタイプの表面と相関させるライブラリと比較さ
れ得る(222)。ライブラリは、たとえば、モバイルデバイスの製造業者によって提供され
た事前に生成されたライブラリであってもよく、および/またはユーザによって構築もし
くは拡張されてもよい。一致が見つからなかった場合(224)、ユーザは表面のタイプを特
定するよう促され得(226)、表面のタイプは次いで、対応するセンサーデータとともにラ
イブラリに記憶される。所望される場合、ユーザは表面較正を開始して、モバイルデバイ
スから促すことなく、受信されたデータに関連する表面のタイプを特定することができる
。ライブラリ内の一致が見つかった場合(224)、モバイルデバイスと接触している表面の
タイプが特定される(228)。
【００２１】
　図1Bに示すように、使用され得るセンサーの一例は、モバイルデバイス100の背面にあ
る圧力センサー116である。圧力センサー116は、たとえば、デバイスの背面に沿った圧力
の非常に小さい変化を検出することが可能な誘電性エラストマーのアレイであってもよい
。誘電性エラストマーのアレイはまた、表面粗さならびに表面接触圧力の反復パターンを
判断するために使用され得る。モバイルデバイス100が最初に物体の表面上に置かれると
、その物体の振動または動きが生み出され、これが反射された圧力波として圧力センサー
116によって検出され得る。例として、圧力センサー116は圧力波を継続的に測定すること
ができ、モバイルデバイス100が静止していると検出された(図3のステップ220)直後に検
出された圧力波は、モバイルデバイス100を下に置くことによって生じた、反射された圧
力波の測定値として使用される。追加または代替として、圧力センサー116が、たとえば
、表面における振動の減衰を検出して、モバイルデバイス100が接触している表面の硬度
、テクスチャ、質量および/または寸法を判断している間、物体の表面において圧力波(す
なわち、振動)を生み出すために、振動器120はパルスを発生させることができ、および/
またはスピーカ104は音波を発することができる。たとえば、モバイルデバイスの背面に
あるアレイにおける複数の圧力センサーを使用することにより、圧力センサー116は、異
なる方向から表面における振動の減衰を検出するために使用され得る。したがって、反射
された振動の測定された振幅を使用して、ライブラリに記憶されている、特定の材料また
は品物についての振動吸収/反射定数に基づいて、表面のタイプを判断することができる(
228)。加えて、表面上で静止しているとき、単に(動きセンサー112によって測定され得る
)モバイルデバイス100の重量および向きによって引き起こされる圧力、ならびに表面特性
、たとえば、表面のテクスチャおよび硬度は、圧力センサー116によって測定され得る。
モバイルデバイス100の重量および向きがわかると、ライブラリを使用して表面特性が判
断され得る。
【００２２】
　モバイルデバイスと接触している表面のタイプを特定するために使用され得る他のセン
サーは、光ベースの近接センサー111である。背面100bにあるカメラ輝度センサー110など
の光ベースの近接センサー111は、表面の反射率を測定するために使用され得る。表面か
ら反射される光は、たとえば、ALS103を使用して較正され得る周囲光、または既知の輝度
を有するフラッシュなどの、モバイルデバイス100上の発光ダイオード(LED)からの光であ
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ってもよい。モバイルデバイス100の前面100fが表面と接触している場合、IR近接センサ
ー105および/またはALS103を使用して表面反射率を測定することができる。所望される場
合、IR近接センサーおよび/またはALS103はモバイルデバイス100の背面100b上に存在して
もよく、カメラ輝度センサー110の代わりに、ともに使用され得る。反射率データを使用
して、表面材料を判断することができ、表面材料を使用して、異なるタイプの表面、たと
えば、柔らかい布地の長いすまたは木製のコーヒーテーブルを区別することができる。加
えて、カメラは、やはり既知の材料のライブラリと比較され得る表面における色および繰
り返しパターンを解析するために使用され得る。したがって、光ベースの近接センサー11
1からのデータを既知の反射率データのライブラリと比較する(222)ことによって、モバイ
ルデバイス100が接触している表面が判断され得る(228)。一致が見つからなかった場合、
ユーザは表面較正を開始して、特定の表面のタイプについての反射率データをライブラリ
に追加するよう促され得る。
【００２３】
　表面のタイプを判断するためにモバイルデバイス100によって使用され得るセンサーの
別の例は、吸音、共振周波数などの表面の音響特性を判断するために、雑音発生器(たと
えば、スピーカ104または振動器120)とともに使用され得る音センサー(たとえば、マイク
ロフォン106)である。たとえば、スピーカ104は音波を発するために使用され得るが、マ
イクロフォン106は反射された音波を測定するために使用される。代替として、振動器120
はパルスを発生させることができ、モバイルデバイス100の結果として生じた振動によっ
て引き起こされた表面上の雑音はマイクロフォン106によって測定される。モバイルデバ
イス100上に存在するとき、複数のマイクロフォンは、異なる方向からの表面の音響特性
に対して使用され得る。反射波の振幅は、特定の材料または品物についての吸音/反射定
数に基づいて表面を判断するために使用され得る。既知の音響特性のライブラリに基づい
て、モバイルデバイス100が接触している表面が判断され得る(228)。上記で説明したよう
に、ユーザは表面較正を開始して、受信されたデータに関連する表面のタイプを特定する
ことができる。
【００２４】
　モバイルデバイス100と接触している表面のタイプを判断するために2つ以上のタイプの
センサーが使用されるとき、ライブラリルックアップは、表面のタイプを特定するために
センサーのすべてまたは一部からの確認を必要とし得る。さらに、所望される場合、表面
のタイプを検索するとき、たとえば、いくつかのセンサーのより大きい信頼性により、圧
力センサー116および雑音発生器を有するマイクロフォン106などのいくつかのセンサーか
らのデータには、光ベースの近接センサー111などの他のセンサーよりも多くの重みが与
えられることがある。
【００２５】
　上記で説明したように、表面のタイプに関係する受信されたデータに基づいてアクショ
ンが行われる。所望される場合、行われるべきアクションは、モバイルデバイスのロケー
ションにさらに基づいてもよく、モバイルデバイスのロケーションは、たとえば、受信さ
れたデータまたはモバイルデバイスと接触している判断された表面のタイプに基づいて判
断される。図4は、モバイルデバイスのロケーションに基づいてモバイルデバイスを制御
する方法を示すフローチャートである。図示のように、表面のタイプに関係するセンサー
データおよび/または表面のタイプの識別情報が受信される(250)。表面のタイプに基づい
てモバイルデバイスのロケーションを判断するために、モバイルデバイスはロケーション
固有の表面に置かれるべきである。たとえば、モバイルデバイスがポケットの中に置かれ
るとき、モバイルデバイスは表面のタイプ(たとえば、布材料)を検出することができ、モ
バイルデバイスがユーザのポケットの中にあると判断することが可能であり得るが、モバ
イルデバイスはユーザのロケーション、たとえば、車の中または机に向かって座っている
、を判断することはできない。したがって、表面がロケーション固有ではないときにロケ
ーションを特定するのに有用であり得る追加の情報も受信され得る(252)。追加の情報は
、モバイルデバイスのロケーションに関し得る任意の情報であり得るが、モバイルデバイ
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スが接触している表面のタイプに無関係であり得る。たとえば、追加の情報は、たとえば
、SPS、WiFi(登録商標)信号、またはセルラー信号を使用してワイヤレスに判断され得る
、大まかな位置決定を含み得る。追加の情報はまた、既知のロケーションを有する検出さ
れたWiFi(登録商標)またはBluetooth(登録商標)デバイス、マイクロフォン106によって検
出された環境音(たとえば、職場の空調、蛍光灯の回線周波数のハム音、エンジンおよび/
または道路の騒音)を含み得る。使用され得る追加の情報の別の例は、ユーザのルーチン
に関連する現在の日時、たとえば、特定の時間および曜日におけるユーザの典型的なロケ
ーションであり、この情報は自動的におよび/または手動で更新され、データベースに記
憶され得る。追加の情報は、モバイルデバイスのロケーション、たとえば、特定の表面の
タイプが2つ以上のロケーションで見つかるかどうかを判断するのに有用であり得る。た
とえば、磨き上げた木製のテーブルをモバイルデバイスと接触している表面のタイプとし
て特定することは、磨き上げた木製のテーブルがユーザの自宅および職場に存在する場合
、モバイルデバイスのロケーションを判断するのに十分な情報を提供しない可能性がある
。ただし、大まかな位置決定、既知のロケーションを有する検出されたワイヤレスデバイ
ス、職場の空調からの騒音の有無、ならびに/または日時およびユーザの典型的な勤務時
間などの追加の情報があれば、ロケーションに関するあいまいさが解消され得る。
【００２６】
　受信されたデータおよび/または表面のタイプの識別情報、ならびに提供された任意の
追加の情報に基づいて、たとえば、モバイルデバイス100に対してローカルであるか、1つ
または複数のワイヤレスプロトコルを介してアクセス可能であるかのいずれかであり得る
データベースに記憶されたロケーションのライブラリを使用して、モバイルデバイスのロ
ケーションが判断され得る(254)。ロケーションのライブラリは、時間とともにユーザに
よって構築されて、ロケーションを、表面のタイプに関係するセンサーデータおよび/ま
たは表面のタイプの識別情報、ならびに任意の追加の情報と相関させることができる。利
用可能なデータに基づいてロケーションを判断することができない場合(256)、ユーザは
ロケーションを特定するよう促され得る(258)。利用可能な情報に基づいてロケーション
を判断することができる場合(256)、データベースに記憶され得るロケーション固有のプ
ロファイルについて検索が行われる(260)。ロケーション固有のプロファイルは、判断さ
れたロケーションに基づいて、モバイルデバイスによって行われるべき所望の1つまたは
複数のアクションを特定する。ロケーション固有のプロファイルはロケーションのライブ
ラリの一部とすることができ、したがって、ロケーションの判断(254)およびロケーショ
ン固有のプロファイルの検索(256)が一緒に行われ得ることを理解されたい。ロケーショ
ン固有のプロファイルは、無線、たとえば、WiFi(登録商標)および/またはBluetooth(登
録商標)を有効/無効にする、呼出音量を調整する、特定のアプリを有効/無効にする、音
楽プレーヤを有効/無効にする、衛星測位システムを有効/無効にする、ビデオアプリのス
トリーミングを有効/無効にする、連絡を送る(たとえば、「出社しました(I got to work
)」または「退社しました(I left work)」)、ローカルまたはリモートのデータストアか
らデータを取り出す、などのアクションを指定することができる。ロケーション固有のプ
ロファイルが見つからない場合(262)、ユーザはロケーション固有のプロファイルに対す
る所望のアクションを入力するよう促され得る(264)。ロケーション固有のプロファイル
が見つかった場合(262)、ロケーション固有のプロファイルによって定義された1つまたは
複数のアクションが行われる(266)。
【００２７】
　一般に、ユーザが日常的にモバイルデバイスを下に置くロケーションの数は限られてい
る。したがって、表面の特性、ロケーション、または所望のロケーション固有のプロファ
イルを習得するために、較正ルーチン、たとえば、図3のステップ226、または図4のステ
ップ258もしくは264が用いられることを必要とする回数は、ほんのいくつかのロケーショ
ン、たとえば、ユーザの職場の机、ナイトスタンドテーブル、コーヒーテーブル、自動車
のコンソールなどに限られ得る。
【００２８】
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　したがって、例として、ユーザがある表面からモバイルデバイス100を取り上げ、モバ
イルデバイスを別の表面に持ってくる場合、モバイルデバイス100は、たとえば、SPS、Wi
Fi(登録商標)、Bluetooth(登録商標)、動きセンサー112などを使用して、ロケーションの
変化が生じたことを検出することができる。静止していることをモバイルデバイス100が
検出すると、モバイルデバイス100は、接触している表面のタイプを判断しようと試みる
。たとえば、モバイルデバイス100は圧力センサー116、近接センサー111、音センサー(た
とえば、マイクロフォン106)の出力を既知の表面の1つまたは複数のライブラリと比較す
ることができる。
【００２９】
　図5は、上記で説明したように、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに関係
するセンサーデータを使用して、アクションを行うことが可能なモバイルデバイス100の
ブロック図である。モバイルデバイス100は、近接センサー111、動きセンサー112、圧力
センサー116、およびマイクロフォンまたは他の音センサーであり得る音センサー106など
のいくつかのセンサーを含み、これらのセンサーは、雑音発生器としてのスピーカ104お
よび/または振動器120とともに使用される。モバイルデバイス100は、ディスプレイ102、
ならびにキーパッド152またはユーザが情報をモバイルデバイス100に入力することのでき
る他の入力デバイスを含む、ユーザインターフェース150をさらに含み得る。所望される
場合、タッチセンサー(またはジェスチャ制御)を備えた仮想キーパッドをディスプレイ10
2内に統合することによってキーパッド152を除去することができる。ディスプレイ102は
また、所望される場合、圧力センサー116に類似した圧力センサーを含み得る。もちろん
、モバイルデバイス100はSPS受信機109、ワイヤレスインターフェース113などの他の要素
を含み得る。
【００３０】
　SPS受信機109はよく知られている任意のSPSとともに使用することができ、全地球測位
システム(GPS)、Galileo、GlonassまたはCompassなどの全地球航法衛星システム(GNSS)を
含み得る。SPSは、同じくまたは代替的に、たとえば、日本のQuasi-Zenith Satellite Sy
stem(QZSS)、インドのIndian Regional Navigational Satellite System(IRNSS)、中国の
Beidouなどの地域システム、ならびに/あるいは1つまたは複数の全地球および/または地
域航法衛星システムに関連付けるか、または場合によってはそれらのシステムとともに使
用することが可能な、様々なオーグメンテーションシステム(たとえば、Satellite Based
 Augmentation System(SBAS))を含み得る。
【００３１】
　ワイヤレスインターフェース113は、ワイヤレスワイドエリアネットワーク(WWAN)、ワ
イヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク
(WPAN)などの様々なワイヤレス通信ネットワークを使用することができる。「ネットワー
ク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。WWANは、符号分割
多元接続(CDMA)ネットワーク、時分割多元接続(TDMA)ネットワーク、周波数分割多元接続
(FDMA)ネットワーク、直交周波数分割多元接続(OFDMA)ネットワーク、シングルキャリア
周波数分割多元接続(SC-FDMA)ネットワーク、ロングタームエボリューション(LTE)などで
もよい。CDMAネットワークは、cdma2000、広帯域CDMA(W-CDMA)などの1つまたは複数の無
線アクセス技術(RAT)を実装することができる。cdma2000は、IS-95規格、IS-2000規格、
およびIS-856規格を含む。TDMAネットワークは、Global System for Mobile Communicati
ons(GSM(登録商標))、Digital Advanced Mobile Phone System(D-AMPS)、または何らかの
他のRATを実装することができる。GSM(登録商標)およびW-CDMAは、「3rd Generation Par
tnership Project」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されている。cdma2000は、
「3rd Generation Partnership Project 2」(3GPP2)という名称の組織からの文書に記載
されている。3GPPおよび3GPP2の文書は公的に入手可能である。WLANは、IEEE802.11xネッ
トワークとすることができ、WPANはBluetooth(登録商標)ネットワーク、IEEE802.15x、ま
たは何らかの他のタイプのネットワークとすることができる。さらに、WWAN、WLANおよび
/またはWPANの任意の組合せが使用され得る。
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【００３２】
　モバイルデバイス100はまた、近接センサー111、動きセンサー112、圧力センサー116、
および音センサー106、ならびにSPS受信機109およびワイヤレスインターフェース113など
の任意の他のデバイスと接続され、これらと通信する制御ユニット160を含む。制御ユニ
ット160は、近接センサー111、動きセンサー112、圧力センサー116、および音センサー10
6によって提供されたデータを受け入れ、処理する。制御ユニット160は、バス160b、プロ
セッサ161および関連するメモリ164、ハードウェア162、ソフトウェア165および163、な
らびにクロック166によって提供され得る。制御ユニット160は、近接センサーコントロー
ラ122、圧力センサーコントローラ124、音センサーコントローラ126、および動きセンサ
ーコントローラ128、ならびに、たとえば、上記で説明したように、表面のタイプ、ロケ
ーション、およびロケーション固有のプロファイルなどの所望のプロファイルについての
1つまたは複数のライブラリを含むデータベース130を含み得る。所望される場合、データ
ベース130をリモートで記憶することができ、たとえば、ワイヤレスインターフェースを
介して、1つまたは複数のワイヤレスプロトコルを使用してモバイルデバイス100で利用可
能とすることができる。
【００３３】
　近接センサーコントローラ122、圧力センサーコントローラ124、音センサーコントロー
ラ126、および動きセンサーコントローラ128は、明確にするためにプロセッサ161とは別
個に示されているが、プロセッサ161の一部であってもよく、またはプロセッサ161内で実
行されるソフトウェア165内の命令に基づいてプロセッサ内で実施されてもよい。本明細
書で使用する場合、プロセッサ161は、1つまたは複数のマイクロプロセッサ、埋め込み式
プロセッサ、コントローラ、特定用途向け集積回路(ASIC)、デジタル信号プロセッサ(DSP
)などを含み得るが、必ずしもそれらを含む必要はないことが理解されよう。プロセッサ
という用語は、特定のハードウェアではなく、システムによって実施される機能について
説明するものである。さらに、本明細書で使用する場合、「メモリ」という用語は、モバ
イルデバイスに関連する長期メモリ、短期メモリ、または他のメモリを含む、任意のタイ
プのコンピュータ記憶媒体を指し、任意の特定のタイプのメモリもしくは任意の特定の数
のメモリ、またはメモリが記憶される媒体のタイプに限定されない。
【００３４】
　モバイルデバイスは、モバイルデバイス内の1つまたは複数のセンサーからデータを受
信するための手段であって、データが、モバイルデバイスと接触している表面のタイプに
関係する、手段を含み、この手段は、たとえば、それぞれのコントローラ126、122、およ
び124とともに、表面のテクスチャを検出するように構成された、マイクロフォン106およ
びスピーカ104または振動器などの雑音発生器、光ベースの近接センサー111、ならびに圧
力センサー116のうちの少なくとも1つであり得る。モバイルデバイスは、モバイルデバイ
スと接触している表面のタイプに関係するデータに基づいてアクションを行うための手段
をさらに含み、この手段は、たとえば、データベース130およびプロセッサ161であり得る
。モバイルデバイスは、受信されたデータを使用して、モバイルデバイスと接触している
表面のタイプを判断するための手段をさらに含み得、この手段は、たとえば、データベー
ス130とともに、音センサーコントローラ126、近接センサーコントローラ122、または圧
力センサーコントローラ124であり得る。モバイルデバイスは、判断された表面のタイプ
に基づいてモバイルデバイスのロケーションを判断するための手段と、ロケーションを使
用して、行うべきアクションを特定するための手段とをさらに含み得、この手段は、たと
えば、データベース130であり得る。モバイルデバイスは、モバイルデバイスと接触して
いる表面のタイプに関係しない追加のデータを受信するための手段をさらに含み得、この
手段は、SPS受信機109、ワイヤレスインターフェース113、動きセンサー112、クロック16
6、音センサー106などを含み得る。モバイルデバイスは、ロケーションを判断するために
、判断された表面のタイプとともに追加のデータを使用するための手段をさらに含み得、
この手段は、たとえば、データベース130であり得る。
【００３５】
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　本明細書で説明する方法は、用途に応じて様々な手段によって実装され得る。たとえば
、これらの方法は、ハードウェア162、ファームウェア163、ソフトウェア165、またはそ
れらの任意の組合せで実装され得る。ハードウェアの実装形態の場合、処理ユニットは、
本明細書で説明する機能を実行するように設計された、1つもしくは複数の特定用途向け
集積回路(ASIC)、デジタル信号プロセッサ(DSP)、デジタル信号処理デバイス(DSPD)、プ
ログラマブル論理デバイス(PLD)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、他
の電子ユニット、またはそれらの組合せ内に実装され得る。
【００３６】
　ファームウェアおよび/またはソフトウェアの実装形態の場合、これらの方法は、本明
細書で説明する機能を実行するモジュール(たとえば、プロシージャ、関数など)で実装さ
れ得る。本明細書で説明する方法を実装する際に、命令を有形に具現化する任意の機械可
読媒体が使用され得る。たとえば、ソフトウェアコードをメモリ164に記憶し、プロセッ
サ161によって実行してもよい。メモリは、プロセッサ161内に、またはプロセッサ161の
外部に実装され得る。ファームウェアおよび/またはソフトウェアで実装された場合、こ
れらの関数は、コンピュータ可読媒体上に1つまたは複数の命令もしくはコードとして格
納され得る。例としては、データ構造で符号化された非一時的コンピュータ可読媒体、お
よびコンピュータプログラムで符号化されたコンピュータ可読媒体が挙げられる。コンピ
ュータ可読媒体は、物理的なコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体でもよい。限定ではなく、例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他の光学ディスクス
トレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または、所望のプロ
グラムコードを命令もしくはデータ構造の形で記憶するために使用され得、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の他の媒体を含むことができ、ディスク(disk)およびディ
スク(disc)は、本明細書で使用する場合、コンパクトディスク(CD)、レーザーディスク(
登録商標)、光ディスク、デジタル多用途ディスク(DVD)、フロッピー(登録商標)ディスク
およびブルーレイディスクを含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク(disc)はレーザーによってデータを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００３７】
　説明のために本発明を特定の実施形態に関連して示したが、本発明はそれらの実施形態
に限定されない。本発明の範囲から逸脱することなく様々な適応および変更がなされても
よい。したがって、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲は、上記の説明に限定される
べきではない。
【符号の説明】
【００３８】
　　100　モバイルデバイス
　　100f　前面
　　100b　背面
　　101　筐体
　　102　ディスプレイ
　　103　周囲光センサー(ALS)
　　104　スピーカ
　　105　赤外線(IR)近接センサー
　　106　マイクロフォン、音センサー
　　109　SPS受信機
　　110　カメラ、カメラ輝度センサー
　　111　近接センサー、光ベースの近接センサー
　　112　動きセンサー
　　113　ワイヤレスインターフェース
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　　116　圧力センサー
　　120　振動器
　　122　近接センサーコントローラ
　　124　圧力センサーコントローラ
　　126　音センサーコントローラ
　　128　動きセンサーコントローラ
　　130　データベース
　　150　ユーザインターフェース
　　152　キーパッド
　　160　制御ユニット
　　160b　バス
　　161　プロセッサ
　　162　ハードウェア
　　163　ファームウェア
　　164　メモリ
　　165　ソフトウェア
　　166　クロック

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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